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　令和５年第４回議会定例会は、６月８日から14日までの７日間の会期で開催されました。
　町民一人あたり１万円の商品券発行事業、農業者の負担軽減を図る肥料価格高騰に対する補助金、
また移住・定住促進に関する事業などが補正予算として提案され、全て可決されました。
　陳情３件が委員会付託、審査のうえ可決となり、最終日には、意見書４件が議員発議により提案
され、可決されました。
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一般会計予算は93億 9,621万円（補正予算1億7,878万円を増額）に一般会計予算は93億 9,621万円（補正予算1億7,878万円を増額）に

6月議会
定例会 物価高騰対策、移住・定住関連予算を可 決可 決

6月議会で決まった主な事業

全町民ひとり１万円分の商品券を発行

1億2,122万円

元気発進商品券発行事業

1万円の商品券発行決まる

農業者の肥料購入費に対し補助金を交付

2,000万円

肥料価格高騰に対する補助金
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一般会計予算は93億 9,621万円（補正予算1億7,878万円を増額）に一般会計予算は93億 9,621万円（補正予算1億7,878万円を増額）に

6月議会
定例会 物価高騰対策、移住・定住関連予算を可 決可 決

体育館の照明をＬＥＤ化し明るく省エネ

　移住者が求める町内企業の求人の発掘と情報発
信を強化

711万円

1,318万円

体育館照明ＬＥＤ化工事費

移住求人確保事業

コロナワクチン秋接種に向けた事業費

サイクルロゲイニング大会を２年連続開催

2,635万円

600万円

新型コロナワクチン接種事業

地域魅力向上・発信事業
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●
議
案
第
43
号

川
俣
町
移
住
・
定
住
促
進

住
宅
管
理
条
例

【
概
要
】
移
住
者
向
け
住
宅

と
し
て
改
修
し
た
壁
沢
住
宅

の
４
部
屋
に
つ
い
て
、
入
居

者
の
資
格
や
家
賃
な
ど
を
定

め
る
も
の
。

　
　
　

４
階
、
５
階
の
４
部

屋
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
便

性
の
良
い
１
階
、
２
階
を
改

修
す
る
計
画
は
無
か
っ
た
の

か
。　
　
（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

４
階
、
５
階
は
隣
接
し

た
部
屋
が
空
い
て
お
り
、
子

育
て
世
帯
の
入
居
を
想
定
し

て
い
る
こ
と
や
工
事
の
効
率

性
を
考
慮
し
今
回
は
こ
の
４

部
屋
を
改
修
し
ま
し
た
。

（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　

①
家
賃
は
月
３
０
，

０
０
０
円
。
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
５
，

０
０
０
円
を
減
額
す
る
と
の

こ
と
で
、
二
人
子
ど
も
が
い

れ
ば
２
０
，０
０
０
円
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

②
入
居
期
間
が
10
年
を
超
え

た
場
合
、
家
賃
を
１
年
ご
と

に
月
１
０
，０
０
０
円
増
額

す
る
意
図
は
。

（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　
①
そ
の
と
お
り
で
す
。

（
政
策
推
進
課
長
）

②
町
内
の
空
き
家
等
の
不
動

産
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
定

住
に
つ
な
げ
る
狙
い
で
す
。

（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　
10
年
後
に
家
賃
が
上

が
る
こ
と
の
説
明
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　
子
育
て
世
帯
等
の
入
居

を
想
定
し
、
家
賃
等
を
比
較

的
安
価
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

数
年
後
に
は
町
内
に
不
動
産

を
取
得
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

ま
た
、
将
来
的
に
は
次
の
方

に
譲
っ
て
い
た
だ
き
移
住
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い

う
事
業
全
体
の
意
図
を
説
明

し
ま
す
。（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　
現
在
は
４
部
屋
だ
が

今
後
の
事
業
展
開
の
見
通
し

は
。　
　
（
作
田
善
輝
議
員
）

　
　
応
募
状
況
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　
町
内
の
災
害
公
営
住

宅
な
ど
の
空
き
部
屋
も
目
立

つ
が
ど
う
考
え
る
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
政
策
推
進
課
長
）

●
議
案
第
44
号

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
概
要
】
若
い
世
代
や
女
性

な
ど
多
様
な
人
材
が
議
員
と

し
て
活
動
で
き
る
環
境
整
備

を
図
る
た
め
議
員
等
報
酬
月

額
を
７
月
か
ら
引
き
上
げ
る

も
の
。

　
　
　
①
改
定
す
る
議
員
報

酬
の
積
算
根
拠
は
。

②
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

開
催
内
容
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　
①
原
価
方
式
を
参
考
に

し
て
い
ま
す
。
議
長
、
副
議

長
の
報
酬
は
現
行
と
同
様
の

比
率
で
す
。
算
定
の
基
礎
と

な
る
活
動
日
数
は
、
１
日
８

時
間
、
年
１
０
０
日
で
算
定

し
て
い
ま
す
。（

総
務
課
長
）

②
計
４
回
の
審
議
会
が
あ
り
、

４
月
28
日
に
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
報
酬
の
あ
り

方
や
、
算
定
根
拠
な
ど
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
課
長
）

　
　
　
引
き
上
げ
時
期
に
つ

い
て
、
答
申
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
た
か
。

（
菅
野
信
一
議
員
）

　
　
11
月
に
実
施
予
定
の
町

議
会
議
員
選
挙
後
か
ら
適
用

す
る
こ
と
が
妥
当
と
判
断
す

る
と
い
う
内
容
の
答
申
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。（総

務
課
長
）

　
　
　
審
議
会
を
毎
年
開
催

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

答

答

答

答答

答

答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

議
案
の
質
疑
応
答

議
案
の
質
疑
応
答

6月議会
定例会
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定
期
的
に
開
催
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

（
総
務
課
長
）

７
月
か
ら
の
報
酬
の

引
き
上
げ
は
、
審
議

会
の
答
申
を
無
視
す
る
結
果

と
な
る
。
ま
た
、
町
民
へ
の

周
知
期
間
が
無
く
、
不
透
明

で
町
民
不
在
の
議
会
と
な
る

恐
れ
が
あ
る
。
納
税
者
で
あ

る
町
民
に
対
す
る
説
明
と
周

知
期
間
を
と
る
べ
き
と
考
え

る
た
め
７
月
か
ら
の
引
き
上

げ
に
は
反
対
す
る
。

（
菅
野
信
一
議
員
）

●
議
案
第
45
号

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無

償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
概
要
】
廃
校
と
な
っ
た
施

設
の
利
活
用
推
進
を
図
る
た

め
、
普
通
財
産
の
無
償
貸
付

等
の
対
象
要
件
を
追
加
す
る

も
の
。

　
　
　
①
条
例
を
改
正
し
な

い
場
合
、
廃
校
等
の
利
活
用

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

②
旧
富
田
小
学
校
の
㈱
い
ち

い
に
よ
る
利
活
用
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
進
め
、
地
域

に
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た
の

か
。　
　
（
作
田
善
輝
議
員
）

　
　
①
基
本
的
に
は
公
共
事

業
等
以
外
で
は
譲
渡
、
無
償

貸
付
等
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
都
度
、

議
会
の
議
決
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。（財

政
課
長
）

②
地
域
の
意
見
交
換
会
の
中

で
、
民
間
企
業
に
よ
る
利
活

用
案
が
あ
る
と
い
う
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企

業
立
地
協
定
が
決
定
し
た
段

階
で
、
意
見
交
換
会
に
お
い

て
㈱
い
ち
い
さ
ん
か
ら
事
業

内
容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。（財

政
課
長
）

●
議
案
第
50
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
概
要
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
等
を
財
源
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，

８
７
８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
93
億
９
，６
２
１
万

２
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
　
①
電
話
交
換
業
務
が

委
託
か
ら
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
移
行
と
な
っ
て
い
る
が
、

働
く
う
え
で
不
利
に
な
る
点

は
な
い
か
。

②
サ
イ
ク
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

大
会
の
具
体
的
な
内
容
は
。

③
サ
イ
ネ
ー
ジ
機
器
の
詳
細

と
活
用
方
法
は
。

④
貸
事
業
所
整
備
工
事
設
計

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
貸
事

業
所
の
詳
細
は
決
ま
っ
て
い

る
か
。
貸
事
業
所
は
１
社
が

利
用
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も

複
数
の
事
業
者
が
同
時
に
利

用
す
る
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　
①
想
定
さ
れ
る
範
囲
に

お
い
て
不
利
に
な
る
点
は
あ

り
ま
せ
ん
。　
（
総
務
課
長
）

②
昨
年
度
同
様
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
自
転
車
で
行
う
も

の
で
す
。（

政
策
推
進
課
長
）

③
主
に
公
共
施
設
に
大
型
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
町
民
へ

の
お
知
ら
せ
を
分
か
り
や
す

く
表
示
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
利
用
申
込
み
受
付
を

行
う
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま

す
。　
　
（
政
策
推
進
課
長
）

④
事
業
者
の
活
動
の
拠
点
と

な
る
貸
事
業
所
を
整
備
し
、

事
業
者
の
進
出
と
雇
用
の
創

出
を
目
指
す
も
の
で
す
。
具

体
的
に
は
字
瓦
町
地
内
に
お

い
て
、
敷
地
面
積
２
，２
５

５
㎡
、
鉄
骨
増
２
階
建
で
延

べ
床
面
積
６
０
０
㎡
程
度
の

建
物
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
社
で
は
な
く
複
数

社
の
利
用
を
想
定
し
て
い
ま

す
。　
　
（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　
公
共
施
設
案
内
表
示

シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料

の
減
額
の
理
由
は
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　
交
付
金
の
採
択
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
サ
イ
ネ
ー
ジ

機
器
等
購
入
費
へ
予
算
の
組

替
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　
①
電
話
交
換
業
務
の

勤
務
体
制
は
。

②
防
災
施
設
仕
様
検
討
業
務

委
託
料
の
中
身
は
。

③
井
戸
掘
削
事
業
補
助
金
の

現
状
は
。

④
保
健
セ
ン
タ
ー
養
生
設
置

委
託
料
の
詳
細
は
。

⑤
貸
事
業
所
内
に
地
域
の
人

が
集
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
考
え
は
。
ま
た
、
現
時

点
で
入
所
希
望
者
は
い
る
か
。

（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　
①
こ
れ
ま
で
４
名
体
制

で
あ
っ
た
も
の
が
３
名
体
制

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。　
　
（
総
務
課
長
）

②
山
木
屋
地
区
に
防
災
施
設

を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
ど

の
よ
う
な
施
設
が
適
当
か
そ

の
仕
様
を
検
討
す
る
も
の
で

す
。（原

子
力
災
害
対
策
課
長
）

③
当
初
10
件
分
の
予
算
を
確

保
し
て
お
り
、
現
在
９
件
の

申
請
が
あ
り
、
残
り
１
件
分

の
予
算
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

（
町
民
税
務
課
長
）

④
保
健
セ
ン
タ
ー
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
ビ

ニ
ー
ル
で
養
生
を
行
い
土
足

で
入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
す
る
ほ
か
、
各
種
事
業
の

際
に
は
、
必
要
に
応
じ
さ
ら

に
養
生
を
重
ね
て
い
く
も
の

で
す
。　
（
保
健
福
祉
課
長
）

⑤
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
ま
す
。
入
所
者
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
２
、
３
社

に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
ま

す
。　
　
（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　
①
肥
料
価
格
高
騰
対

策
緊
急
支
援
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
、
昨
年
、
肥
料
だ
け

で
な
く
培
土
な
ど
も
対
象
に

す
る
よ
う
提
案
し
た
が
今
回

の
対
象
は
。

②
貸
事
業
所
の
運
用
形
態
は
。

（
作
田
善
輝
議
員
）

　
　
①
昨
年
度
の
実
績
を
基

に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
対

象
と
な
る
か
農
家
の
み
な
さ

ん
に
明
確
な
ガ
イ
ド
を
示
し

申
請
を
受
け
付
け
て
い
き
ま

す
。　
　
（
農
林
振
興
課
長
）

②
今
後
の
検
討
と
な
り
ま
す

が
、
指
定
管
理
制
度
で
進
め

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

（
政
策
推
進
課
長
）

　
　
　
１
万
円
の
商
品
券
は

い
つ
配
布
に
な
る
か
。
ま
た

周
知
方
法
は
。

（
山
家
恵
子
議
員
）

　
　
７
月
下
旬
か
ら
お
配
り

で
き
る
よ
う
周
知
等
を
含
め

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

答

質
問

反
対

【
討
論
】

答

答

答答

答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名

６月議会定例会審議結果
（令和５年６月８日〜14日）

審 議 結 果

第37号

第38号

第39号

第40号

第41号

第42号

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

第48号

第49号

第50号

第51号

第52号

第53号

川俣町火葬場新築工事請負契約の締結について

賤ノ田団地給水設備改修工事請負契約の締結について

第８分団消防屯所新築工事請負契約の締結について

旧川俣南幼稚園園舎等解体工事請負契約の締結について

川俣町中央公民館ホール特定天井・照明改修工事請負契約の締結に
ついて

東京電力福島第一原子力発電所原子力災害に伴う令和５年度川俣町
国民健康保険税等の減免の特例に関する条例

川俣町移住・定住促進住宅管理条例

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例

川俣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

川俣町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例

川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例

財産の減額譲渡について

令和５年度川俣町一般会計補正予算（第２号）

令和５年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度川俣町水道事業会計補正予算（第１号）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（賛成多数）
※議案採択表
　７ページに掲載。

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）
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６月定例会陳情審査結果
受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

4

5

6

総 務 産 業
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

国に対し、適格請求書等保存方式
（インボイス制度）の延期・見直
しを求める陳情書

「国の『被災児童生徒就学支援等
事業』の継続と、被災児童生徒の
十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める陳情書

地方財政の充実・強化を求める意
見書提出の陳情について

東京都北区赤羽3－3－3
ドミール赤羽707

　インボイス制度を考える
　フリーランスの会

代表　阿部　　伸

福島市上浜町10－38
　福島県教職員組合

中央執行委員長　瀬戸　禎子

福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字
上沖免4－2

　日本労働組合総連合会
　福島県連合会伊達地区連合会

議長　髙橋　誠一

採択
意見書
提　出

採択
意見書
提　出

採択
意見書
提　出

議　　　　　　　　案

第44号
議会議員の議員報酬、期末
手当及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

○は賛成、×は反対、欠は欠席

菅

野

清

一

佐　
藤　
喜
三
郎

新

関

善

三

高　
橋　
真
一
郎

村

上

源

吉

高

橋

清

美

蓮

沼

洋

志

作

田

善

輝

菅

野

信

一

石

河

ル

イ

山

家

恵

子

○○×○欠○○○×××

議　案　採　決　表
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　長年、デフレが続く我が国において、新型コロナは経
済にさらなる打撃を与え、その回復の見通しが立たない
中、コストプッシュによる物価上昇も加わり、地域経済
は一層疲弊している。
　そうした状況下で2023年10月から適格請求書等保存
方式（インボイス制度）が始まる予定である。インボイ
ス制度は事業者間の取引慣行を壊し、免税点制度を実質
的に廃止するものである。適格請求書（インボイス）を
発行するためには、営業収入が少なくても課税事業者に
なる必要があり、消費税納税の義務が発生する。
　また、課税事業者が消費税の仕入税額控除を受けるた
めにはインボイスが必要となるため、免税事業者は取引
から除外される可能性がある。個人事業主、フリーラン
ス、一人親方、個人タクシー運転手、小規模農家、シル
バー人材センターの仕事をする高齢者など、広範な事業
者に負担増が強いられる。
　一方で現在、課税事業者であっても、シルバー人材セ
ンターのように支払先の多くが免税事業者であり、その
支払先がインボイスを登録しない場合、仕入税額控除が
できず、多額の税負担が発生する。
　また、日本俳優連合（理事長西田敏行氏）では、年間
合計１億円程度になる二次使用料を延べ数万人に１件１
円から分配しており、そうした多数の出演者に対して課
税か免税かを調査すること、個別協議等を行うことは不
可能とし、是正を求める声明を発表している。
　そのほか、日本商工会議所や全国中小企業団体中央会、
全国建設労働組合総連合、中小企業家同友会、日本チェ
ーンストア協会、日本漫画家協会、日本ＳＦ作家クラブ、
日本美術著作権連合、全国青色申告会総連合などの中小
企業団体や税理士団体も「凍結」「延期」「見直し」の表
明や、現状のままでの実施に懸念の声をあげている。
　加えて、「インボイス制度の中止を求める税理士の会

（呼びかけ人　湖東京至元静岡大学教授）」が主催した院
内集会（2022.6.9、2023.3.30）には野党の国会議員
のみならず、城内実衆議院議員をはじめとした自民党の
国会議員が参加・登壇した。
　自民党の「責任ある積極財政を推進する議員連盟」は
政府に対し、「インボイス制度導入延期（2023.3.15）」
を申し入れし、自民党地方議員が共同代表を務める「積
極財政を推進する地方議員連盟」もインボイス制度の導
入に反対するなど、与党内からも問題視する声があがっ
ている。
　中小零細事業者にとって消費税は現在、価格に転嫁す
ることが困難な状況にあり、インボイス制度導入を契機
とした廃業の増加や成長意欲の低下を招く等、地域経済
の衰退に拍車をかけるおそれがある。加えて制度の周知
が不十分であるため、このまま実施されれば、多くの混
乱を招くことも想像に難くない。
　多くの事業者は新型コロナ危機の下、事業継続に懸命
に取り組んでおり、インボイス制度への登録、経理変更
準備に取りかかれる状況ではない。ついては、中小零細
事業者の事業存続と再生、ひいては日本経済振興のため
に、インボイス制度導入の延期・見直しを求める。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を
提出する。

　令和５年６月14日

内閣総理大臣　岸田　文雄 様
衆 議 院 議 長　細田　博之 様
参 議 院 議 長　尾辻　秀久 様
財 務 大 臣　鈴木　俊一 様
経済産業大臣　西村　康稔 様

福島県伊達郡川俣町議会

適格請求書等保存方式（インボイス制度）の　　　　
　　　　　　　　　　延期・見直しを求める意見書

６月定例会における議員提案は４件で、意見書は関係機関に送付しました。
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　東日本大震災から12年が経過した。東日本大震災で
被災し、経済的理由により就学等が困難な子どもを対象
に、「被災児童生徒就学支援等事業」が全額国庫負担の
単年度の交付金事業として行われている。令和５年度も
東日本大震災復興特別会計に８億円が計上され、この事
業を通して、幼稚園児等の就園支援、小中学生に対する
学用品等の援助や通学支援（スクールバス運行経費を含
む）、高校生に対する奨学金支援、特別支援学校等に在
籍する児童生徒への就学奨励、私立学校及び専修学校・
各種学校の授業料減免などが実施されている。
　今日においても、福島県では、令和４年４月１日時点
で約４千９百人（自主避難を除く）もの子どもたちが県
内外で避難生活を送っている（福島県こども・青少年政
策課公表）。経済的な支援を必要とする子どもたちは多
く、子どもたちの就学・修学のためには、長期的な支援
がなくてはならない。学校現場からも事業の継続を強く
望む声が届いている。
　福島県の復興・再生に向けて手厚い支援が実施されて
いるが、引き続き被災者に寄り添う「被災児童生徒就学
支援等事業」による就学支援は必要である。しかし事業
に係る予算措置は単年度のため、今後、本事業が終了も

しくは規模が縮小することとなれば、自治体負担となり、
被災児童生徒の就学支援に格差が生じることが危惧され
る。令和６年度においても本事業を継続し、必要な財政
措置を行い、被災した子どもたちに継続した就学支援を
実施できるようにする必要がある。
　このような理由から、次の事項を要望する。
１　東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の

子どもたちの就学・修学を保障するため、令和６年度
においても、全額国庫で支援する「被災児童生徒就学
支援等事業」の継続と、十分な就学支援に必要な予算
確保を行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

　令和５年６月14日

内閣総理大臣　岸田　文雄 様
財 務 大 臣　鈴木　俊一 様
総 務 大 臣　松本　剛明 様
文部科学大臣　永岡　桂子 様
復 興 大 臣　渡辺　博道 様

福島県伊達郡川俣町議会

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、　　　　
　　被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

　政府が、東京電力福島第一原子力発電所における多核
種除去設備等で処理された水（以下「ＡＬＰＳ処理水」
という。）の海洋放出方針を決定してから２年余が経過
した。
　ＡＬＰＳ処理水の海洋放出は、東日本大震災から12
年を経過し、復興・創生に取り組んできた本県にとって
容易に認めることができない措置であり、強行的に方針
を決定した政府には改めて強い不信感を抱かざるを得な
い。
　ＡＬＰＳ処理水の処分について、政府は、これまで農
林水産業者や自治体関係者等との意見交換や意見聴取を
行ってきたが、その多くは海洋放出反対、あるいは関係
者の理解の醸成や風評対策を求めている。
　また、経済産業省が実施した意見募集においても海洋
放出の安全性を懸念する意見が多数あり、十分な議論や
国民的な理解が進んでいるとは決して言える状況にはな
い。
　このような状況において、東京電力は海底トンネルの
工事を完成させ、海洋放水の準備を進めるため、試験運
転を実施した。さらに政府は国際原子力機関からの意見
を踏まえて安全性をアピールしているが、４団体（Ｊ
Ａ福島中央会、県漁連、県森林組合連合会、県生協連）
を中心とした計22団体は、一昨年の政府方針が示され

たと同時に「地産地消運動促進ふくしま共同組合協議
会」を結成し、「すべての産業において復興が阻害されず、
着実に進展していけると確信が持てるまで反対する」と
共同声明を発表しており、本県の漁業をはじめ、隣県に
おいても農林業や観光業など様々な産業において、新た
な風評被害の不安と、国や東京電力への不信感を示して
いる。
　様々な分野に影響を及ぼすＡＬＰＳ処理水の処分方針
については、県民、国民、そして多くの関係者等への説
明責任を果たし、議論を尽くした上で、理解が得られた
ものでなければならない。
　よって、国民的な理解を未だ得られていないＡＬＰＳ
処理水の海洋放出方針には強く反対する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

　令和５年６月14日

内　閣　総　理　大　臣　岸田　文雄 様
経　済　産　業　大　臣　西村　康稔 様
環 　 境 　 大 　 臣　西村　明宏 様
復 　 興 　 大 　 臣　渡辺　博道 様
原子力規制委員会委員長　山中　伸介 様

福島県伊達郡川俣町議会

東京電力福島第一原発ALPS処理水海洋放出に反対する意見書
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　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化の進展
にともなう子育て、医療・介護など社会保障制度の整備、
また人口減少下における地域活性化対策、脱炭素化をめ
ざした環境対策、度重なる自然災害に対する防災・減災
や災害復旧の取り組みあるいは行政のデジタル化推進な
ど極めて多岐にわたる役割が求められつつある。
　しかし、現実には地域公共サービスを担う人材は不足
しており、疲弊する職場実態にあるなか、急激な物価高
騰で急増する多様な社会保障ニーズへの対応など、新し
い課題にも取り組む必要がある。
　これらに対応するための地方財政について、政府は「骨
太方針2021」において、2021年度の地方一般財源水
準を2024年度まで確保するとしていますが、それをも
って増大する行政需要に十分対応し得るのか、大きな不
安が残されている。
　このため、2024年度の政府予算と地方財政の検討に
あたっては、物価高騰等も勘案しながら、歳入・歳出を
的確に見積もり、地方財政の確立をめざすよう、以下の
事項の実現を求める。
１　社会保障の維持・確保、人への投資も含めた地域活

性化、デジタル化、脱炭素化、防災・減災、物価高騰
対策、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共
団体の財政需要を的確に把握するとともに、それを支
える人件費を重視し、十分な地方一般財源総額の確保
をはかること。

２　とりわけ、今後一層求められる子育て対策、また地
域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、急
増する社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫
することから、地方単独事業分も含め、十分な社会保
障経費の拡充をはかること。とくに、これらの分野を
支える人材確保にむけた自治体の取り組みを十分に支
える財政措置を講じること。

３　地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政
対策債に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取
り組むこと。また、地域間の財源偏在性の是正にむけ
ては、所得税や偏在性がより小さい消費税を対象に国
税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な
改善を行うこと。

４　引き続きの新型コロナウイルス感染症対策として、
５類移行後におけるワクチン接種体制や保健所も含め
た医療提供体制について、自治体での混乱が生じるこ
とのないよう、十分な財政措置やより速やかな情報提
供などを行うこと。

５　「まち・ひと・しごと創生事業費」の１兆円については、
新たに「地方創生推進費」として2023年度も確保さ
れているが、持続可能な地域社会の維持・発展にむけ
て、より恒久的な財源とすること。

６　会計年度任用職員制度の運用については、2024年
度から可能となる勤勉手当の支給も含め、今後も当該
職員の処遇改善や雇用確保が求められることから、引
き続き所要額の調査を行うなどし、その財政需要を十
分に満たすこと。

７　特別交付税の配分にあたり、諸手当等の支給水準が
国の基準を超えている自治体に対して、その取り扱い
を理由とした特別交付税の減額措置を行わないこと。

８　デジタル化における自治体業務システムの標準化に
ついては、引き続き「地域デジタル社会推進費」に相
当する財源を確保するなど、十分な財源を保障するこ
と。とくに戸籍等への記載事項における「氏名の振り
仮名」の追加については、自治体において相当な業務
負荷が予想されることから、現場における意見を十分
に勘案しながら、必要な経費を国の責任において確保
すること。

９　森林環境譲与税については、より林業需要を見込め
る自治体への譲与額を増大させるよう、人口による配
分を3割とする現行の譲与基準を見直すこと。

10　人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、
段階補正を拡充するなど、地方交付税の財源保障機能・
財政調整機能の強化をはかること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を
提出する。

　令和５年６月14日

内 閣 総 理 大 臣　岸田　文雄 様
衆　議　院　議　長　細田　博之 様
参　議　院　議　長　尾辻　秀久 様
財 　 務 　 大 　 臣　鈴木　俊一 様
総 　 務 　 大 　 臣　松本　剛明 様
厚 生 労 働 大 臣　加藤　勝信 様
国 土 交 通 大 臣　斉藤　鉄夫 様
デ ジ タ ル 大 臣　河野　太郎 様
農 林 水 産 大 臣　野村　哲郎 様
内閣府特命担当大臣　小倉　將信 様

（少子化対策　男女共同参画）

福島県伊達郡川俣町議会

地方財政の充実・強化に関する意見書
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一 般 質 問
まちの課題を問う!

６月議会定例会の一般質問には８人の議員が登壇しました。

菅　野　信　一 議員

新　関　善　三 議員

高　橋　清　美 議員

山　家　恵　子 議員

◦今後の新型コロナウイルス感
　染症対策について
◦避難場所、避難所の指定につ
　いて
◦移住定住促進事業について

◦カーボンニュートラルの取組
　について町の方針は
◦デジタル化に伴う住民サービ
　スと行政の効率化について

◦ごみ収集の状況は
◦町の広報活動は

◦障がい者支援と手話言語条例
　の制定について
◦健康づくりと介護予防の推進
　について

12

14

16

18

菅　野　清　一 議員

石　河　ル　イ 議員

蓮　沼　洋　志 議員

作　田　善　輝 議員

◦ＧＸ脱炭素電源法案への考え
　は
◦新たに計画されている巨大風
　力発電施設への認識は
◦地方議員のなり手不足に対す
　る町の認識は

◦マイナンバーカードについて
◦国保税の子どもの均等割免除
　を18歳まで拡充を
◦一般農道（小島三期区）開通
　に伴う対応について

◦マイナンバーカードについて
◦ひきこもり支援について
◦高齢者の今後の課題について

◦住民参加によるまちづくりに
　ついて
◦住みやすい快適なまちづくり
　について
◦結婚・出産・子育ての希望が
　かなうまちづくりについて
◦確かな学力と豊かな心を育む
　まちづくりについて

13

15

17

19



かわまた議会だより

一 般 質 問

で
き
な
い
施
設
も
考
え
ら
れ
多
数
の

避
難
所
を
指
定
し
て
ま
す
。
施
設
の

安
全
性
、
避
難
の
し
や
す
さ
な
ど
に

よ
り
優
先
順
位
を
つ
け
、
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
、
適
切

に
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

12

議員菅 野 信 一
かん　 の　 しん　いち

関
は
保
健
所
で
あ
り
、
そ
の
後
の
対

応
に
つ
い
て
も
保
健
所
の
指
示
に
従

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
県
の
検
査
キ
ッ
ト
無
料
配
布
等
は

５
月
７
日
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
国
や
県
の
感
染

症
対
策
に
沿
い
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

①
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

変
更
に
伴
い
町
の
対
応
は
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
。

②
町
内
の
事
業
所
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
た
場
合
、
町
で
対
応
で
き
る

の
か
。

③
検
査
キ
ッ
ト
無
料
配
布
等
の
業
務

を
町
独
自
で
継
続
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

①
こ
れ
ま
で
同
様
、
県
の
感

染
症
対
策
に
沿
っ
た
対
応
を

基
本
と
し
取
り
組
み
ま
す
。
基
本
的

感
染
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
町
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
か

ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
で
適
時
適
切
に

周
知
を
図
り
ま
す
。

②
町
は
必
要
に
応
じ
各
施
設
か
ら
感

染
症
発
生
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の

発
生
に
つ
い
て
確
認
し
指
導
す
る
機

質
問

町
長 今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

引
き
続
き
対
応
に
努
め
ま
す

令和５年３月に作成された防災マップ

①
防
災
マ
ッ
プ
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
は
災
害
の
種
類
ご

と
に
指
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
指
定
避
難
所
の
指
定
は
段
階
的
に

増
減
す
る
計
画
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

①
災
害
基
本
法
で
規
定
し
て

い
る
本
来
の
指
定
緊
急
避
難

所
と
は
異
な
る
状
況
も
あ
る
た
め
、

適
切
な
形
に
な
る
よ
う
見
直
し
、
分

か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

②
災
害
の
規
模
や
状
況
に
よ
り
使
用

避
難
場
所
、避
難
所
の

指
定
に
つ
い
て

適
切
に
見
直
し
ま
す

①
移
住
定
住
促
進
事
業
の
進

捗
と
成
果
は
。

②
課
題
は
何
か
。

③
こ
の
事
業
は
町
の
人
口
増
に
結
び

つ
く
の
か
。

①
川
俣
町
移
住
・
定
住
促
進

中
期
戦
略
で
は
令
和
３
年
か

ら
の
５
年
間
で
県
外
か
ら
２
０
０
人

の
移
住
を
目
標
と
し
て
お
り
、
令
和

５
年
３
月
末
現
在
で
移
住
者
73
名
と

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
よ
う
に
、
町

の
課
題
や
取
組
内
容
を
設
定
し
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
移
住
者
を
明
確
に

移
住
定
住
促
進

事
業
に
つ
い
て

少
し
ず
つ
効
果
が

出
て
い
ま
す　
　

質
問

町
長

質
問

町
長

す
る
こ
と
で
、
町
の
課
題
解
決
や
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点

が
大
き
な
成
果
で
す
。

②
本
町
の
移
住
施
策
は
、
他
市
町
村

と
比
べ
て
も
見
劣
り
し
な
い
支
援
制

度
で
す
の
で
、
効
果
的
な
周
知
が
課

題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③
移
住
定
住
促
進
事
業
の
み
で
は
人

口
減
少
の
根
本
的
な
解
決
策
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
施
策
を
連
携
さ

せ
、
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。



かわまた議会だより

一 般 質 問

■
川
俣
町
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
町
が
抱
え
る
課

題
は

■
議
場
関
係
の
改
築
が
一
向
に
進
ま

　
な
い
理
由
は
何
な
の
か
。

13

議員菅 野 清 一
かん　 の　 きよ　かず

①
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
は
脱

炭
素
に
繋
が
る
の
か
。

②
原
発
の
60
年
運
転
延
長
は
極
め
て

危
険
と
思
う
が
。

③
町
に
は
Ｇ
Ｘ
法
に
つ
い
て
の
説
明

は
あ
っ
た
の
か
。

①
脱
炭
素
電
源
の
利
用
促
進

と
、
電
気
の
安
定
供
給
を
確

保
す
る
必
要
か
ら
の
改
正
で
す
が
、

こ
の
法
律
改
正
が
脱
炭
素
に
結
び
つ

い
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
国
の
取

組
を
待
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
原
発
が
60
年
を
超
え
て
運
転
さ
れ

た
例
は
世
界
的
に
例
が
な
い
事
な
ど
、

そ
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
の
か
に

つ
い
て
、
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

③
報
道
や
各
省
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
か
ら
の
情
報
以
外
、
国
か
ら
の
説

明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｇ
Ｘ
法
案
へ
の
考
え
は

国
の
取
組
を
注
視
し
ま
す

質
問

町
長

①
現
在
ま
で
に
９
社
10
事
業

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
う

ち
４
社
４
事
業
は
撤
退
、
１
社
１
事

業
は
凍
結
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
動

き
が
あ
る
計
画
は
４
社
５
事
業
で
す
。

②
風
力
発
電
は
、
配
置
さ
れ
る
場
所

に
よ
っ
て
は
、
景
観
や
騒
音
な
ど
自

然
環
境
や
生
活
環
境
へ
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
実
現
に
対
し
て
は
、
慎
重
に
判

断
し
ま
す
。

③
事
業
者
に
よ
る
計
画
段
階
に
お
い

て
、
住
民
の
健
康
不
安
が
払
拭
さ
れ

ず
、
ま
た
、
健
康
被
害
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
町
が
発
電
事
業
に
対
し
て

同
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
本
町
に
関
わ
る
風
力
発
電

事
業
計
画
は
こ
れ
ま
で
何
社

あ
っ
て
、
何
社
撤
退
し
た
の
か
。
ま

た
現
在
は
何
社
な
の
か
。

②
次
々
と
新
た
な
事
業
者
が
現
れ
る

こ
と
に
対
し
自
治
体
と
し
て
毅
然
と

し
た
態
度
を
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

③
住
民
の
健
康
不
安
や
健
康
被
害
を

守
る
立
場
か
ら
自
治
体
は
ど
う
あ
る

べ
き
と
思
う
か
。

新
た
に
計
画
さ
れ
て
い
る
巨
大

風
力
発
電
施
設
へ
の
認
識
は

慎
重
に
判
断
し
ま
す

質
問

県
議
選
は
４
人
に
１
人
が
無

投
票
、
町
村
議
員
で
は
、
３

割
が
無
投
票
、
全
国
20
の
町
村
で
は

定
員
割
れ
。
こ
の
現
状
を
ど
う
見
て

い
る
の
か
。

全
国
的
に
特
に
小
規
模
自
治

体
で
「
な
り
手
不
足
」
が
顕

著
化
し
て
お
り
、
要
因
の
一
つ
と
し

て
議
員
報
酬
の
低
さ
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
町
で
も
、
近
い
将
来
に

お
け
る
議
員
の
「
な
り
手
不
足
」
へ

の
対
応
、
多
様
な
人
材
が
議
員
と
し

て
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
の
観
点
か

ら
、
議
員
報
酬
を
増
額
す
る
条
例
改

正
案
を
本
定
例
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
に

対
す
る
町
の
認
識
は

全
国
的
な
課
題
と

考
え
ま
す　
　
　

質
問

町
長

町
長

そ
の
他
の
質
問

風力発電説明会（日立造船　山木屋公民館）



かわまた議会だより

一 般 質 問

形
成
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
川
俣
町
地
域
ま
る
ご
と
省
エ
ネ

計
画
に
お
い
て
は
、
太
陽
光
発
電
を

は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

節
電
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
、
電

気
自
動
車
の
導
入
促
進
、
ゴ
ミ
減
量

化
、
資
源
化
の
促
進
、
ま
た
、
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
源
と
な
る
森
林
の
保

全
等
の
施
策
、
取
組
に
よ
り
、
町
内

に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
、

令
和
12
年
度
ま
で
に
基
準
年
度
で
あ

る
平
成
25
年
度
比
で
35
％
削
減
し
、

令
和
32
年
度
ま
で
に
排
出
量
の
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
、
人

間
の
出
す
炭
酸
ガ
ス
が
主
で

あ
り
、
そ
の
40
％
は
発
電
か
ら
出

る
も
の
で
あ
る
。
化
石
燃
料
（
石

油
、
ガ
ス
、
石
炭
）
は
す
べ
て
海
外

依
存
で
あ
り
輸
入
途
絶
時
は
発
電
で

き
な
い
課
題
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、

太
陽
光
発
電
は
、
補
助
金
の
助
成
が

確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
風
力
発
電
に

対
し
て
の
取
組
も
必
要
か
と
考
え
る
。

本
町
は
面
積
の
75
％
が
山
林
、
原
野

で
あ
り
、
特
に
国
有
林
等
の
有
効
活

用
や
、
少
子
高
齢
化
の
中
、
い
か
に

山
林
を
、
活
力
を
生
み
出
す
山
に
す

る
か
、
花
塚
山
を
除
く
山
林
の
開
発

取
組
に
つ
い
て
、
町
の
方
針
を
質
す
。

町
は
「
第
６
次
川
俣
町
振
興

計
画
」
に
基
づ
き
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
や
循
環
型
社
会
の

議員
にい　ぜき　ぜん　ぞう

新 関 善 三

14

質
問

町
長

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
に
つ
い
て
町
の
方
針
は

実
現
を
目
指
し
ま
す

重要性が増している再生可能エネルギー

　
な
お
、
環
境
省
が
公
表
し
て
い
る

各
自
治
体
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

の
推
計
値
を
取
り
ま
と
め
た
自
治
体

排
出
量
カ
ル
テ
に
よ
る
と
、
本
町
の

令
和
２
年
度
の
総
排
出
量
は
８
万
３
，

０
０
０
ト
ン
Ｃ
Ｏ
２
と
な
り
、
前
年

度
か
ら
１
万
２
，０
０
０
ト
ン
Ｃ
Ｏ

２
削
減
さ
れ
、
基
準
年
度
で
あ
る
平

成
25
年
度
か
ら
は
３
万
４
，０
０
０

ト
ン
Ｃ
Ｏ
２
削
減
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
引
き
続
き
各
種
の
政
策
、
取
組
を

進
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

し
て
お
り
、
法
人
関
係
の
町
民
税
に

係
る
申
告
や
固
定
資
産
税
に
係
る
償

却
資
産
申
告
、
個
人
住
民
税
に
係
る

給
与
支
払
報
告
書
や
特
別
徴
収
の
各

種
届
関
係
な
ど
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
子
育

て
関
係
や
介
護
関
係
な
ど
個
人
を
対

象
と
し
た
電
子
申
請
手
続
き
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

②
令
和
４
年
度
分
の
法
人
町
民
税
等

に
つ
い
て
は
１
，４
１
６
件
、
全
体

の
９
．５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
で
活
力
あ
る
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、

商
店
街
や
地
域
経
済
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
町
全
体
の
普
及
促
進
に
向
け

て
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

①
電
子
申
請
の
各
種
手
続
き

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

②
電
子
納
税
の
件
数
は
。

③
電
子
マ
ネ
ー
普
及
拡
大
の
取
組
は
。

①
こ
れ
ま
で
は
法
人
を
対
象

と
し
た
税
務
手
続
き
が
先
行

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う

住
民
サ
ー
ビ
ス
と

行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て

取
組
を
促
進
し
ま
す

質
問

町
長
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一 般 質 問

いし　かわ

議員石 河 ル イ
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③
紙
の
保
険
証
を
残
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

④
国
に
よ
る
利
用
拡
大
に
向
け
た
動

向
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

⑤
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
町
の

姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
本
町
で
は
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
町
民
係
の
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
交
付
後
に
、別
の
特
設「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
支
援
窓
口
」
に

お
い
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
力
し
た
申

込
画
面
を
見
て
、
職
員
と
住
民
で
読

み
合
わ
せ
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま
す

が
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
遵
守
を
徹

底
し
、
引
き
続
き
適
切
に
対
応
し
ま

す
。

③
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
て
い
な
い
方
な
ど
に
対
し
て
保

①
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
は
。

②
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
、
対
策

は
。 マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

適
切
に
対
応
し
ま
す

質
問

町
長

マイナンバーカード見本

国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、

世
帯
の
人
数
に
応
じ
た
国
保

税
の
ご
負
担
を
頂
く
こ
と
が
基
本
で

す
。
町
が
独
自
に
子
ど
も
の
均
等
割

免
除
を
18
歳
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
現
制
度
で
は
本
来
確
保

す
べ
き
国
保
税
収
入
を
確
保
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
で
す
が
、
県
内
市
町
村

の
動
向
や
令
和
11
年
度
の
県
内
国
保

税
統
一
後
の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
、

町
の
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
ま
す
。

①
町
道
へ
の
認
定
は
い
つ
に

な
る
か
。

②
除
雪
や
側
溝
の
詰
ま
り
解
消
な
ど

の
管
理
は
ど
う
な
る
か
。

③
街
灯
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
当
面
は
農
道
と
し
て
管
理

を
行
い
ま
す
が
、
町
道
認
定

へ
の
協
議
も
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

②
除
雪
は
町
が
対
応
し
ま
す
。
側
溝

清
掃
等
に
つ
い
て
は
地
域
で
の
管
理

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

険
証
の
代
わ
り
と
な
る
「
資
格
確
認

書
」
を
交
付
す
る
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
国
の
方
針
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
し
ま
す
。

④
利
用
範
囲
の
拡
大
に
よ
る
各
種
事

務
手
続
き
に
お
け
る
添
付
書
類
の
省

略
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
活

用
に
よ
り
国
民
の
利
便
性
の
向
上
が

見
込
め
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問

国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等
割

免
除
を
18
歳
ま
で
拡
充
を

子
育
て
支
援
策
と
し
て

検
討
し
ま
す　
　
　
　

一
般
農
道
（
小
島
三
期
区
）

開
通
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

地
域
の
意
見
を
伺
い

対
応
し
ま
す　
　
　

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
は
「
氏
名
・
住
所
・
生
年

月
日
・
性
別
」
の
基
本
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
口
座
情
報
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報
は
記

録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

町
長
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一 般 質 問

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
エ
ー
ル
」
放
送

後
、
現
在
ま
で
、
古
関
裕
而

氏
に
係
る
Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

②
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

③
楽
天
冠
協
賛
デ
ー
に
参
加
す
る
考

え
は
。

④
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

⑤
こ
ど
も
の
屋
外
遊
び
場
の
整
備
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

⑥
道
の
駅
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
の

状
況
は
。

⑦
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
状
況
は
。

①
今
年
度
は
「
エ
ー
ル
ポ
ス

ト
」
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
、
ゆ
か
り
の
場
所
を
巡
る
マ
ッ
プ

作
成
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
引
き
続
き
本
町
を
訪
れ
て
い
た
だ

く
取
組
を
進
め
な
が
ら
、
福
島
市
や
、

妻
の
金
子
氏
が
生
ま
れ
た
豊
橋
市
な

ど
と
も
連
携
を
深
め
つ
つ
、
本
町
の

認
知
度
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
本
町
で
は
、
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｆ
Ｃ
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
取
組
を
通
じ
た

②
多
く
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
正

し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

排
出
で
き
な
い
ご
み
が
出
さ
れ
放
置

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

③
い
つ
、
ど
こ
の
収
集
所
で
不
適
正

排
出
が
さ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

中
で
、
全
て
の
収
集
所
に
監
視
員
を

設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
効

果
が
得
ら
れ
に
く
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

④
ご
み
収
集
所
の
設
置
及
び
管
理
等

に
係
る
費
用
は
利
用
者
負
担
が
基
本

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

最
近
、
町
で
は
、
ご
み
の
量

が
大
変
増
え
て
お
り
、
ご
み

の
減
量
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
次
の
４
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
ご
み
の
収
集
所
の
各
地
区
に
お
け

る
状
況
は
。

②
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
守
ら

れ
て
い
る
の
か
。

③
ご
み
収
集
所
に
監
視
員
等
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か
。

④
ご
み
収
集
所
に
お
け
る
設
置
に
係

る
補
助
は
あ
る
の
か
。

①
町
内
に
は
ご
み
収
集
所
は

３
４
４
か
所
あ
り
、
旧
町
内

が
１
３
５
か
所
、
鶴
沢
40
か
所
、
小

神
12
か
所
、
東
福
沢
10
か
所
、
西
福

沢
９
か
所
、
羽
田
17
か
所
、
秋
山
12

か
所
、
小
島
19
か
所
、
飯
坂
27
か
所
、

大
綱
木
14
か
所
、
小
綱
木
21
か
所
、

山
木
屋
28
か
所
で
す
。

検
証
を
踏
ま
え
た
上
で
、
楽
天
冠
協

賛
デ
ー
へ
の
参
加
を
検
討
し
ま
す
。

⑥
今
年
度
は
11
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
お
り
、
第
１
回
目
、
２
回
目

を
合
わ
せ
１
，０
０
０
名
以
上
に
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑦
こ
れ
ま
で
49
件
が
登
録
さ
れ
、
５

月
末
現
在
、
17
件
の
売
買
契
約
が
成

立
し
て
い
ま
す
。

④
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の

よ
り
一
層
の
充
実
な
ど
健

康
増
進
に
努
め
て
い
き
た
い
考
え
で

す
。

⑤
今
年
度
、
中
央
公
園
内
に
低
年
齢

児
用
の
遊
具
を
新
設
す
る
ほ
か
、
各

地
区
遊
び
場
の
定
期
的
な
点
検
、
整

備
等
を
図
り
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

議員高 橋 清 美
たか　はし　きよ　 み

16

ご
み
収
集
の
状
況
は

ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す

質
問

町
長

質
問 町

の
広
報
活
動
は

引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す　
　
　

町
長

教
育
長

道の駅かわまたに設置されている「エールポスト」
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一 般 質 問

議員蓮 沼 洋 志
はす　ぬま　ひろ　 し
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①
全
国
で
15
歳
か
ら
64
歳
で

１
４
６
万
人
い
る
が
、
当
町

で
は
何
人
い
る
の
か
。

②
「
８
０
５
０
問
題
」
が
深
刻
化
し

て
い
る
が
、
当
町
の
現
状
は
。

①
福
島
県
に
お
い
て
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
対
象
に
、

困
難
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
実
態

①
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応

は
万
全
か
。

②
二
重
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
で
き
て
い

る
の
か
。①

本
町
に
お
い
て
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
国
が
示
し
て
い
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
遵
守
を
徹
底
し
、
引
き
続
き
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

②
カ
ー
ド
交
付
時
に
誤
り
が
生
じ
な

い
よ
う
に
、
カ
ー
ド
の
交
付
受
付
を

す
る
職
員
と
、
カ
ー
ド
を
準
備
す
る

職
員
を
別
の
職
員
が
担
当
す
る
な
ど
、

複
数
の
職
員
で
確
認
を
行
い
交
付
し

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
ご
本
人

に
も
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
顔
写
真

等
を
確
認
し
て
も
ら
っ
た
後
に
交
付

す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

質
問

質
問

町
長

町
長 ひ

き
こ
も
り
支
援
に

つ
い
て必

要
な
支
援
を

行
い
ま
す　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

適
切
に
対
応
し
ま
す

県ひきこもり相談支援センターへの
相談人数

500

400

300

200

100

0

人

2014
年度

15 16 17 18 19 20 21 22

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
の
実
施
な
ど
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

②
福
島
県
内
の
帯
状
疱
疹
の
入
院
者

数
は
、
昨
年
は
４
名
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
発
症

し
や
す
く
な
る
た
め
、
規
則
正
し
い

生
活
等
に
つ
い
て
保
健
指
導
を
行
う

ほ
か
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

③
５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

令
和
５
年
春
開
始
接
種
を
開
始
し
ま

し
た
。

④
75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
免

許
証
更
新
時
に
認
知
機
能
検
査
等
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
、

免
許
証
を
自
主
返
納
ま
た
は
更
新
し

な
か
っ
た
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
50
回
分
、
２
万
７
，０
０

０
円
相
当
を
交
付
す
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
認
知
症
の
対
策
に
つ
い
て
。

②
帯
状
疱
疹
の
町
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。

③
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
。

④
免
許
返
納
と
認
知
症
の
関
連
に
つ

い
て
。

①
町
は
認
知
症
対
策
と
し
て
、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
及

び
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に

よ
り
、
様
々
な
認
知
症
対
策
事
業
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
認
知
症
サ

質
問 高

齢
者
の
今
後
の

課
題
に
つ
い
て

事
業
を
継
続
し
ま
す

町
長

調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
川
俣
町
で

は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
や
そ
の
疑
い

が
あ
る
世
帯
は
18
世
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
町
に
お
い
て
も
、
高
齢
の
父
母
と

そ
の
子
ど
も
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
、

複
雑
化
、
複
合
化
し
た
問
題
を
抱
え

る
世
帯
へ
の
対
応
が
課
題
で
す
。
支

援
の
緊
急
性
、
必
要
性
が
あ
る
世
帯

と
思
わ
れ
る
場
合
、
関
係
機
関
と
情

報
共
有
、
ケ
ー
ス
会
議
を
行
う
な
ど
、

連
携
し
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

認知症行方不明者の推移
警察への届け出

2.0
1.8
1.6
1.4
1.2
1.0
0.8
0.6
0.4
0.2
0

万人 ※警察庁まとめ

2012
年

14 16 18 20 22
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一 般 質 問

な
ど
予
防
喚
起
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
か
わ
ま
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、

保
健
福
祉
課
の
窓
口
や
各
地
区
公
民

館
等
で
交
付
す
る
か
わ
ま
た
健
康
ポ

イ
ン
ト
手
帳
に
、
毎
日
の
健
康
行
動

や
検
診
の
ほ
か
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
参

加
、
里
山
登
山
な
ど
、
様
々
な
目
標

を
達
成
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
た
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン

ト
に
応
じ
て
記
念
品
を
贈
呈
す
る
も

の
で
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
町
民

の
皆
さ
ん
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
動
機
づ
け
を
す
る
こ
と
で
、
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
の
推
進
、
ま
た
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

①
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
現
状
と
課
題
は
。

②
高
齢
者
の
健
康
維
持
の
為
の
フ
レ

イ
ル
予
防
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

③
６
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
か

わ
ま
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
内
容

と
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
。

①
町
は
令
和
２
年
度
か
ら
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

な
ど
の
情
報
か
ら
対
象
者
を
抽
出
し
、

保
健
師
と
管
理
栄
養
士
等
が
２
回
の

訪
問
を
行
う
こ
と
で
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

②
フ
レ
イ
ル
周
知
の
た
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
協
力
し
、
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
各
サ
ロ
ン
で
の
配
布

感
じ
て
い
る
方
も
安
心
し
て
来
庁
で

き
る
よ
う
に
環
境
整
備
の
一
つ
と
し

て
、
同
ボ
ー
ド
の
導
入
を
検
討
し
ま

す
。

④
現
在
、
福
島
県
内
で
は
16
市
町
村

が
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
て
い
ま

す
。
制
定
自
治
体
の
取
組
も
参
考
に

し
な
が
ら
条
例
制
定
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

①
手
話
通
訳
等
の
育
成
を
進

め
、
手
話
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
の
取
組

は
。

②
学
校
に
お
け
る
手
話
に
関
す
る
学

習
の
取
組
は
。
ま
た
、
取
り
組
む
考

え
は
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー

ド
を
窓
口
に
設
置
し
活
用
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

④
全
国
で
制
定
が
進
む
手
話
言
語
条

例
を
、
町
と
し
て
制
定
す
る
考
え
は
。

①
現
在
、
窓
口
等
に
お
い
て

は
指
差
し
や
筆
談
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
手
話
通
訳
、
手
話
奉
仕

員
の
育
成
な
ど
、
手
話
を
使
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
環
境

作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を

議員
やま　 が　 けい　 こ

山 家 恵 子
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障
が
い
者
支
援
と
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す

質
問

質
問

町
長

町
長 健

康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の

推
進
に
つ
い
て

事
業
を
継
続
し
ま
す

め
、
手
話
の
役
割
や
障
が
い
者
と
の

交
流
な
ど
学
校
と
連
携
し
取
り
組
み

ま
す
。

②
現
在
、
授
業
の
中
で
手

話
を
学
ぶ
機
会
は
設
け
て

い
ま
せ
ん
が
、
相
互
理
解
を
深
め
る

う
え
で
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
た

手話言語条例制定市町村

介護予防手帳とかわまた健康ポイント手帳

教
育
長
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一 般 質 問

①
地
域
特
性
を
生
か
し
た
適

正
な
土
地
利
用
を
推
進
し
ま

す
。
増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
地
対
策

と
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
普

及
啓
発
に
努
め
、
そ
の
有
効
活
用
を

促
進
し
ま
す
。

②
特
に
町
営
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
、
子
育
て
世

帯
等
に
特
化
し
た
比
較
的
安
価
な
家

賃
に
よ
る
住
宅
等
の
供
給
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

議員作 田 善 輝
さく　 た　 よし　てる
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①
住
民
参
加
の
推
進
に
向
け

た
取
組
は
。

②
地
域
活
動
の
支
援
と
強
化
の
取
組

は
。 住

民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

機
会
の
充
実
に

努
め
ま
す　
　

①
計
画
的
な
土
地
利
用
と
施

設
の
維
持
管
理
の
具
体
策
は
。

②
良
好
な
住
宅
環
境
の
整
備
の
具
体

的
な
取
組
は
。

住
み
や
す
い
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

取
組
を
進
め
ま
す

質
問

質
問

町
長

①
結
婚
に
い
た
る
た
め
の
支

援
の
具
体
的
な
取
組
は
。

②
総
合
的
な
子
育
て
支
援
の
具
体
的

な
取
組
は
。①

平
成
21
年
度
か
ら
ふ
れ

あ
い
交
流
事
業
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
10
月
頃
か
ら
２
回
の
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

福
島
圏
域
移
住
定
住
促
進
協
議
会
に

お
け
る
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー
、
福
島
県

に
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
紹
介
シ
ス
テ
ム

「
は
ぴ
福
な
び
」
の
Ｐ
Ｒ
等
を
進
め
、

結
婚・出
産・子
育
て
の
希
望
が

か
な
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す　
　

質
問

教
育
長

①
質
の
高
い
教
育
の
推
進
に

向
け
た
取
組
は
。

②
地
域
と
の
連
携
強
化
と
特
色
あ
る

教
育
の
推
進
に
向
け
た
取
組
は
。

①
特
徴
的
な
取
組
の
一
つ

目
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
二
つ
目
は
英

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
よ
る
外

国
語
学
習
の
取
組
で
す
。

②
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
方
々
の
協

力
に
よ
り
農
業
体
験
や
地
域
の
伝
統

行
事
な
ど
を
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た

が
、
連
携
強
化
の
た
め
、
地
域
学
校

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
採
用
、
地
域

学
校
協
働
本
部
事
業
運
営
委
員
会
の

設
置
を
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
学

校
運
営
に
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
と
し

て
の
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。

確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

取
組
を
進
め
ま
す

質
問

教
育
長

多くの子供たちで賑わう「夏越大祓人形まつり」（羽田春日神社）

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
か
わ
ま
た
認
定
こ
ど
も
園
の
給
食

費
の
無
償
化
を
行
っ
た
ほ
か
、
出
産

祝
金
の
拡
充
な
ど
を
図
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

①
３
年
ぶ
り
に
町
政
懇
談
会

を
対
面
に
よ
り
実
施
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
各
種
委
員
会
等
委

員
の
一
般
公
募
な
ど
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
で
き
る
機
会
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

②
各
自
治
会
と
の
意
見
交
換
の
場
に

お
い
て
課
題
の
共
有
に
努
め
て
い
ま

す
。
自
治
会
担
当
職
員
制
度
の
活
用

に
よ
り
、
自
治
会
活
動
へ
の
支
援
を

継
続
し
ま
す
。

町
長
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中
城
村
の
議
会
だ
よ
り
は
、
カ
ラ
フ

ル
な
表
紙
が
目
立
つ
、
フ
ル
カ
ラ
ー
の

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
題
字
を
地
元

の
小
・
中
学
生
に
よ
る
手
書
き
文
字
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
か
ら
の
反

響
も
あ
る
そ
う
で
す
。
紙
面
内
部
に
お

い
て
も
、
書
体
、
文
字
数
な
ど
の
ル
ー

ル
を
定
め
、
読
み
手
側
の
読
み
や
す
さ

を
最
優
先
に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

わ
ま
た
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
も
「
文

字
が
つ
ま
り
す
ぎ
て
い
る
印
象
」
な
ど

の
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

金
武
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、
編
集
・

発
行
に
関
す
る
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
が
選
任
さ
れ
る
度
に
そ
の
内

容
を
確
認
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
正
、

更
新
を
行
い
ま
す
。
そ
の
基
準
に
基
づ

き
編
集
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
編
集
方

針
を
決
定
し
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

伝えるから『伝わる』議会広報へ広報編集常任委員会活動報告

【広報編集常任委員会】
委 員 長：菅野　清一
副委員長：山家　恵子
委　　員：作田　善輝　佐藤喜三郎
　　　　　高橋　道也　村上　源吉（病欠）

　広報編集常任委員会は、６月20日、
21日、沖縄県中城村議会と金武町
議会において広報編集について調査
しました。

読
み
た
く
な
る
誌
面
を

目
指
す

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
、
福
岡
県
東
峰
村
に
あ

る
複
合
施
設
ア
ク
ア
ク
レ
タ
小
石
原
を
、
翌
日
、
福

岡
市
に
あ
る
官
民
共
働
の
創
業
支
援
施
設Fukuoka

G
row

th N
ext

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
廃
校
を
利
用
し
運
営
し
て
い
る
施
設
で
す
。

　

Fukuoka G
row

th 
N

ext

は
旧
小
学
校
施
設
を

拠
点
と
し
、
創
業
支
援
や
、

育
成
・
投
資
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

の
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
官
民

共
働
型
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
施
設
で
す
。

　
こ
の
施
設
で
は
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
等
の
提
供
な
ど
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
企
業
を
目

指
す
人
と
投
資
家
、
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
と
を
繋
ぎ
、
事
業

拡
大
ま
で
を
支
援
す
る
循
環

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま

す
。

　
人
口
減
少
に
直
面
す
る
本

町
で
も
、
新
た
な
雇
用
創
出

に
向
け
、
非
常
に
参
考
と
な

る
支
援
制
度
で
し
た
。

　
ア
ク
ア
ク
レ
タ
小
石
原
は
、

観
光
地
と
し
て
の
村
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
移
住
定
住
推
進
、

地
域
活
性
化
の
一
躍
を
担
う

た
め
、
旧
小
学
校
施
設
を
村

が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
民

間
企
業
が
運
営
し
て
い
る
複

合
施
設
で
す
。

　
主
な
事
業
は
、
宿
泊
事
業
、

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
、
キ
ャ
ン

プ
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、
レ
ン

タ
ル
農
地
等
の
提
供
で
す
。

　
ま
た
、
村
に
は
約
50
戸
の

窯
元
が
あ
り
、
年
間
観
光

客
数
は
約
70
万
人
、
休
日
に

は
12
区
画
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場

（
校
庭
）
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
出
る
ほ
ど
人
気
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　
食
事
は
地
元
の
食
材
や
器

が
使
用
さ
れ
、
自
然
に
囲
ま

れ
、
非
常
に
穏
や
か
な
時
間

が
過
ご
せ
る
施
設
で
し
た
。

　
本
町
の
廃
校
に
お
い
て
も
、

何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
複
合
的
な
施
設
と
な
る
よ

う
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

【総務産業任委員会】
委 員 長：新関　善三
副委員長：菅野　信一
委　　員：佐藤喜三郎　菅野　清一
　　　　　蓮沼　洋志（病欠）　村上　源吉（病欠）

総
務
産
業
常
任
委
員
会
活
動
報
告

廃
校
利
活
用
の
カ
タ
チ
は

ア
ク
ア
ク
レ
タ

小
石
原

Fukuoka
G

row
th N

ext

常任委員会活動報告

▲
Fukuoka Growth Next
外観

2023.7.3〜5

2023.6.20〜22
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会
は
、
北
海
道
江
別
市
に
あ

る
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
ぽ
こ 
あ 

ぽ
こ
」
と
本
町
の
中

高
生
が
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
研
修
を

行
っ
て
い
る
北
海
道
栗
山
町
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ぽ
こ 

あ 

ぽ
こ
」
は
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

平
成
25
年
に
開
設
さ
れ
た
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

商
業
施
設
内
に
あ
る
こ
と
が

特
徴
の
ひ
と
つ
で
、
月
曜
日

か
ら
日
曜
日
の
９
時
30
分
か

ら
17
時
30
分
ま
で
、
ほ
ぼ
年

中
無
休
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、

あ
そ
び
と
交
流
の
場
の
提
供
、

子
育
て
の
相
談
、
講
習
会
等

の
開
催
、
情
報
の
提
供
で
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
、
有

料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
大
３
時
間
利
用

で
き
、
利
用
者
が
、
市
内
の

連
携
店
の
割
引
を
受
け
ら
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
か
わ
ま
た
認
定
こ

ど
も
園
内
に
も
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
ま
ず
は
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ハ
ウ
ス
で

は
本
町
の
中
高
生
が
平
成
30

年
度
か
ら
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。令
和
２
、３
年

度
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
の
た

め
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
度
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
、
本
年
度
は
現
地
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
学
生
に
と
っ
て
は

貴
重
な
体
験
の
場
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

本
研
修
の
継
続
を
望
み
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
に
は
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
た

40
を
超
え
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
、
よ
り
複
合
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
が
で
き

な
い
か
な
ど
、
今
後
の
事
業

展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【厚生文教常任委員会】
委 員 長：高橋真一郎
副委員長：作田　善輝
委　　員：山家　恵子　石河　ルイ

高橋　清美　高橋　道也（全国議長会のため欠席）

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
活
動
報
告

子
育
て
、教
育
の
未
来
は

子
育
て
ひ
ろ
ば

ぽ
こ
あ
ぽ
こ

雨
煙
別
小
学
校

コ
カ・コ
ー
ラ
ハ
ウ
ス

　

ま
た
、
表
紙
の
写
真
に
つ
い
て
は
、

広
報
委
員
の
任
期
２
年
間
の
テ
ー
マ
を

定
め
た
う
え
で
選
定
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
町
村
も
、
い
か
に
住
民
に

読
ん
で
も
ら
う
か
と
い
う
点
に
注
力
し

て
い
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト
や
書
体
な

ど
参
考
に
し
な
が
ら
『
伝
わ
る
』
広
報

に
努
め
ま
す
。

▲
雨煙別小学校
コカ・コーラハウス
外観

▲ 中城村議会

▼ 金武町議会
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　川俣町議会では令和２年11月に
「議会改革等に関する調査特別委員
会」を設置し、２年にわたり調査活
動を続けてきました。令和４年12
月に最終報告書を作成、取組に関す
る決議を全会一致で決定しました

（詳細は右下部ＱＲコードよりご覧
いただけます）。これを受け、町長
は「川俣町特別職報酬等審議会」を
設置し、議員報酬の額について諮問
しました。
　令和５年４月28日、審議会は町
長に対して答申をし、その答申をも
とに、町は令和５年６月議会定例会
において議員報酬に関する条例改正
案を提出しました。この条例改正案
は令和５年６月14日の定例会最終
日に賛成多数で可決され、令和５年
７月１日から施行されました。

－条例改正案採決時（賛成者起立）の様子－
　質疑、討論後の採決においては賛成６名、反対
４名で可決され、７月１日より議員12名の報酬
が増額改定されました。

（採決表は６ページに掲載）

若
者
や
女
性
な
ど
多
様
な
人
材
の
確
保
、

将
来
の「
な
り
手
不
足
」解
消
へ
第
一
歩

７月１日より実施

役職名 現 行 額 改定後の額 引 上 額

議　長

副議長

議　員

338,000円

254,000円

228,000円

412,000円

310,000円

278,000円

74,000円

56,000円

50,000円

改定後の議員報酬額
改定後の議員報酬額は議長が412,000円、　　
副議長が310,000円、議員が278,000円です。

最終報告書はこちらから
▼
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手話であいさつ。私もトライしてみました！

手話サークルきのこ
取材は６月26日㈪　午後７時～

第9回

◦会員数　５名
◦練習日　毎週月曜日　午後７時〜
◦練習場所　中央公民館
◦連絡・問合せ
高橋忠夫様（☎024－566－4574）まで。

【担当】山家　恵子 広報編集委員

　初めての対面にもかかわらず、ウェルカムな笑顔に迎えられ、なんともアットホームな雰囲気から取
材がスタート。
　1991年、県で身体障がい者スポーツ大会が開催されたことがきっかけとなり、川俣町でも公民館主
催の手話教室を週１回（計５回）福島市から講師を招き開催。手話サークルきのこはその時の受講生メ
ンバー有志で立ち上げたそうです。
　会長と立ち上げ当時から苦楽を共にしてきた方は、飾らない言葉で「会員が少なくなり、やめること
は簡単なことだけど、やり続けていけば、手話を通して仲間と繋がり、出会える。せっかく始めたのだ
から続けていこう。」と謙遜気味に話されていましたが、32年という長きにわたり仲間と共に活動を続
けてきたことは素敵なことだなと感じました。
　また、サークル名「きのこ」の由来をお尋ねしたところ、”きのこ”は胞子で増える＝仲間を増やす
という意味と、奉仕（ほうし）の２つの願いが込められているとのこと。・・・なるほど！
　実際、福島市で手話を始めた方が、川俣にも手話サークルがあると知り、友が友を呼び会員に。手話
を通じてコミュニケーションを深めたいと入会された方も！
　興味のあること、知りたいことを難しく考えずやってみる。ということで、わたしも手話での自己紹
介を教えていただきました！難しいと思っていましたが、わかりやすい表現の手話もあり、身近に感じ
ました。
　以前は学校の要請で手話の授業や、歌に手話をつける活動などもしていたり、手話サークルをきっか
けとして福祉関係で就職した高校生メンバーもいたとお聞きしました。

　手話サークルきのこのみなさんらしく輝いている姿
が、2025年初開催となるデフリンピックを機にさら
に広がることを願いつつ、応援していきたいと思いま
した。
※デフリンピック・・・聴覚障がい者のための国際
　総合スポーツ競技大会。
　福島県ではサッカーがJビレッジで行われる
　予定です。

手話と表情から伝えられるのは…？



自治功労表彰

　私は和太鼓奏者として活動しながら、山木屋太鼓の
会長をさせていただいています。
　皆さんのおかげで、現在も活動を継続することがで
きています。山木屋に産まれ、育ち、ありがたいこと
に太鼓という楽器を通して次世代の交流ができていま
す。同時に、故郷に誇りを持ち、これからもここを拠
点にしていきたいと考えています。私らの世代がどれ
ほど故郷に誇りを持ち、ここで生きていこうと考えて
いるか、また町の町政についてどれだけ興味を持って
いるのか、気になるところです。私自身、これまで町
政についてはそれほど身近に考えることもありません
でした。今回の大震災を受けてメンバーの減少や練習
場所の確保など大変な思いをしました。震災で避難の
中でも各地から招かれ太鼓の演奏に出かけるとたくさ
んの人達から拍手をもらい、元気が出たと感動の言葉
を頂きました。私たちメンバーも大きな感動と勇気を
もらいました。この間、練習場所の確保や演奏会場の
提供など町からも県からも支援していただき感謝して
います。
　いま、町では小学校が統合し、利活用に向けてアン
ケート調査や意見交換もされているようでとても素晴
らしいことだと感じています。ぜひ川俣町だからこそ
できる内容を盛り込んだ、伝統芸能やスポーツがより
活性化するような、町民の方が活用しやすい、さらに
は町外の方にとってもこれができるなら川俣へ行きた
いと思えるような施設となるよう議会の皆さんにも期
待しています。一人でも故郷に誇りを持つような人達
が増えていけば良いのではないかと考えています。

　
連
日
猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
広
報
委
員
と
し
て
４
年
目

と
な
り
、
初
め
て
沖
縄
へ
視
察
へ
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
い
か
に
町
民

の
皆
様
に
議
会
の
内
容
を
伝
え
て
い

く
か
、
ま
た
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
広
報
を
作
成
し
て
い
け

る
の
か
。
文
字
数
や
構
成
な
ど
あ
ら

ゆ
る
意
見
交
換
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
月
号
は
視
察
を
生
か
し
、
一

般
質
問
の
写
真
を
バ
ス
ト
ア
ッ
プ
と

し
、
議
会
の
臨
場
感
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
初
ト
ラ
イ
で
す
！

　
ま
た
、
６
月
議
会
に
お
い
て
手
話

言
語
条
例
に
つ
い
て
質
問
す
る
に
あ

た
り
、
５
月
22
日
に
福
島
県
聴
覚
障

害
者
協
会
へ
伺
っ
た
ご
縁
で
、
５
人

の
協
会
の
方
々
に
傍
聴
に
来
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
議
員
と
し
て
の
責
任

と
や
り
が
い
を
感
じ
る
一
般
質
問
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
条

例
制
定
に
向
け
て
働
き
か
け
を
し
て

い
き
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
一
人
一
人
の
町
民
の
方

々
の
声
を
聞
き
取
り
、
開
か
れ
た
議

会
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
活
動
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。（
山
家
恵
子
委
員
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議　
　
長　
高　
橋　
道　
也

委
員
長　
菅　
野　
清　
一

副
委
員
長　
山　
家　
恵　
子

委　
　
員　
作　
田　
善　
輝

委　
　
員　
村　
上　
源　
吉

委　
　
員　
佐　
藤　
喜
三
郎
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かわまた議会だより　第186号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

町民の

私のひと言

誇りある故郷へ
山木屋　遠 藤 元 気さん

　６月５日に福島県町村議会議長会定期総会が
開催され、次のお二人が表彰されました。

　６月27日に福島市とうほう・みんなの文化
センターで行われ、広報編集常任委員が参加し
ました。読者を意識した編集方法や企画につい
て学びました。

議会議長６年
高 橋 道 也 議長

事務局職員10年
橋 本 文 雄 事務局長

「伝わる」議会広報誌へ「伝わる」議会広報誌へ
福島県町村議会議長会広報研修会


